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信州から憂うパレスチナ ～信州イスラーム世界勉強会 10 年～ 

 

①  問題の発端は「ホロコースト」以前から 

 「互いに悪い」の誤解解く 信濃毎日新聞 2024 年 11 月 20 日 15 面 【文化】 

 

昨年 10 月 7 日の戦闘をきっかけとしたイスラエルのパレスチナ自治区ガザ侵攻は、世界を巻き

込み、いまだに終わりが見えない。パレスチナ問題は難解なだけに、私たちは敬遠しがちで、日本

の解散総選挙や米大統領選挙の陰で関心は薄まっている。そんな中、信州でも遠い国のひとごと

とせず、憂えている人たちはいる。中東イスラム研究の第一人者で東京大名誉教授、板垣雄三さ

ん(93)=諏訪市=らが 2015 年に「信州イスラーム世界勉強会」を立ち上げて 10 年。6 回にわたって

県内の活動をたどりつつ、対立の根底に何があるのかを考えたい。（島田周） 

 

ガザ侵攻のきっかけの戦闘から 1 年となる 10 月 7 日、板垣さんの姿は松本市のマツモトアートセ

ンターにあった。市民有志が企画したパレスチナを取材する写真家 高橋美香さん(50) ＝さいた

ま市＝の写真展に足を運んでいた。ヨルダン川西岸地区の二つの家族を約 15 年間撮影してきた

高橋さんの写真には、オリープを収穫する女性やクロスワードパズルを楽しむ八百屋の主人など

笑顔も写る。一方、停電でスマートフォンの光を頼りにおむつを交換する母親や、イスラエルの占

領地とパレスチナを隔てる壁の脇で、命がけで家畜を世話する酪農家の写真もあり、パレスチナ

人の暮らしが日常的に破壊されてきたことを示している。1 枚ずつ丁寧に写真を見つめた板垣さ

ん。 「侵攻は、1 年前に突然始まったのではない。」と強調した。 

 

板垣さんは東京都生まれ。東大卒、東大大学院(西洋史)修士課程修了。 エジプト研究から中東

イスラム研究に入り、戦後第一人者としてイスラム理解を牽引、日本中東学会会長などを歴任し

た。 1973 年の第 1 次石油危機や９０年からの湾岸戦争、 2001 年の同時多発テロの際も一貫し

て、欧米中心の価値観からの脱却を訴えた。 

パレスチナ問題を７０年研究してきた板垣さんにとっていつも気がかりなのが、パレスナナ侵攻

を「お互いさま」とする意見や風潮だ。 「テロは良くない、暴力は駄目だ」の一言で喧嘩両成敗とし

てしまう。パレスチナ問題はイスラエル建国を巡って誤解も多く、日本でイスラエル側に立ったニュ

ースに偏ったりする一因になっているとみる。「そもそもイスラエル建国自体が、ユダヤ教に反して

いる」と板垣さん。ローマ帝国下で国を失い神殿も壊滅して信者たちが世界に散ったユダヤ教は、

ディアスポラ（離散の地）の暮らしを神が定めた処罰、正しい信仰生活回復テスト、と考えたから、

神の許し（救世主の出現）は待望しても、約束の地（聖地）への接近すら遠慮した。大挙帰還や建



- 2 - 

 

国など、もってのほか。ところが、17 世紀以降プロテスタントのキリスト教徒の間で世界終末論（キ

リスト再臨⇒千年王国⇒最後の審判）が拡まると、ユダヤ人のパレスチナ集結が再臨の前兆とい

う話に跳び付くユダヤ人が現れる。19 世紀以来のシオニズムだ。ユダヤ人の国造りに欧州諸国も

反対はできない、との読み。だから、シオニズムはユダヤ教の所産でなく、キリスト教に便乗する

運動。宗教シオニズムはシオニズムが産んだ傍系。イスラエル国家反対を掲げるネトゥレイ・カル

タはもちろん、ユダヤ教「超正統派」と呼ばれる人々をはじめとして、世界のユダヤ人の中でシオニ

ズムへの疑問や批判は厳しく、シオニストは実は少数派。これを巨大な存在に見せているのは、

米国の福音派キリスト教徒たちの熱狂的イスラエル擁護勢力である。 

しかし第 2 次世界大戦後、アウシュビッツ強制収

容所に代表されるナチスドイツによるホロコースト 

(ユダヤ人大量虐殺)に遭ったユダヤ人が安心して

住めるようにイスラエルを建国したと誤解する人も

多い。「違う。パレスチナの問題は、第 2 次世界大

戦以前に端を発している」。さまざまな民族が国民

国家の建国を目指した 1９世紀は「ナショナリズム

の時代」と言える。ユダヤ人からも、 1９世紀半ば

からユダヤ人国家建設を目指すいわゆる「シオニ

ズム運動」が現れる。1897 年には第 1 回「世界シ

オニスト会議」がスイスのバーゼルで開かれるが、

パレスチナへのユダヤ人入植はすでに 80 年代か

ら始まっていた。日本人は、西洋の反ユダヤ主義

総決算のようなホロコーストの話になると、同情心

と西洋かぶれ混ぜこぜでイスラエル支持者となり、

植民地主義や民族浄化への批判はタブーにしてし

まう。板垣さんは「それこそ〈思考停止〉だと危ぶみ、

シオニストはナチズムによるホロコーストと〈共犯

関係〉にあった」と解説する。1930 年代ナチによる欧州からの屈強なユダヤ人青・壮年のパレスチ

ナ植民［棄民］事業（この〈労働の征服〉が第 2 次世界大戦後イスラエル建国の人口基盤を準備）

で植民者選抜・送り出しを担当してナチと協力したシオニストは、子どもと老人の比重が高い欧州

残留ユダヤ人のホロコースト犠牲者を用意してもいたのだ。嫌われる少数派だったシオニストは、

汚名を抹消して、ホロコースト告発とユダヤ人国家建設の先頭に立つ上で、ホロコーストとその犠

牲者を最大限利用した。敬虔なユダヤ教徒はこのカラクリを見抜く批判の眼を確保してきた。われ

われも真実を見抜く力を問われている。 

 

板垣さんは 2015 年、混乱する中東地域やイスラム社会への理解を広げようと「信州イスラーム 

世界勉強会」を発足させた。県内外の広く一般の市民たちが講座やシンポジウムで学んでいる。
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板垣さんは今年、代表の職は辞したが、情熱は衰えない。この 1 年でも東京各地・大津・京都・札

幌・広島などで講演を重ねている。侵攻により、パレスチナでガザ地帯だけで４万人超が犠牲にな

ったといわれる。「ホロコーストの過去感覚にこだわり、新たなホロコーストは看過するのか。死者

たちにこんな破局は二度と許さないと誓っていたことはどうなるか。それとも、〈労働の征服〉（パレ

スチナ・アラブ反乱の制圧）/ ホロコースト(ショアー) /イスラエル建国期のアラブ・パレスチナ人虐

殺・追放(ナクバ) / 1967 年六日戦争/ 1982 年レバノン侵攻 / ガザ・西岸でのジェノサイドの現在 

/ 歪んだイスラム運動や見せかけ〈対テロ戦争〉や偽旗作戦のあくどい利用 / を、広いグローバ

ル視野で見渡し、人種主義・植民地主義の暴力の構造連関をしっかり掴みなおして、克服しようと

するのか」、板垣さんはわれわれに問うている。 

 

 

◆ 重なるパレスチナと満州 

板垣さんは、パレスチナ問題の本質は「植民地主義とそれへの抵抗だ」と指摘する。そして、 

パレスチナへのユダヤ人移民と日本の満州移民を重ね、「信州人なら満蒙開拓を通じて理解でき

るのではないか」と提案している。板垣さんの手元には 1919〜40 年の「パレスチナへのユダヤ人

入植状況」というグラフがある。１９世紀末から始まった移民は、２０世紀に入っても年間１万人に

満たなかったが、１９３３年以降、年間数万人に達する。それは、３０年ごろから満州移民を急激に 

増加させ、３２年に満州国建国を宣言する日本の動きと呼応するかのようだ。 

日本は２０年にイタリアで開かれたサンレモ会議で、中東での権益拡大をもくろんだ英国による「三

枚舌外交」を支持した。この三枚舌外交こそ、現在まで続くパレスチナ問題混迷の原因とされる。 

第 1 次世界大戦（1914～18）中、英国は、時点ごとの情勢に応じて戦後処理(オスマン帝国領土の

処分)をめぐり矛盾し合うカラ約束を重複して取り決めた。 

(1)15 年の「フセイン・マクマホン往復書簡」はハーシム家のアラブ王国独立、 

(2)16 年の「サイクス・ピコ秘密協定」は英・仏・露で東方アラブ地域山分け、 

(3)17 年の英外相がロスチャイルド卿宛て発した「バルフォア宣言」は戦後パレスチナでユダヤ人

の民族的郷土の設立に Go サイン、 

という無責任な愛想のよさ。板垣さんは英国の「三枚舌」外交と名付けた。(1)は立消え、(2)は露の

革命政府が世界に暴露して「自由護る戦争」の汚さが露見の上に英が仏を脅して大幅変更、(3)だ

けが何とか軌道に乗る。ケリが付くのは戦勝国のサンレモ会議、日本活躍。戦後に成立の国際連

盟から頼まれた形の英国委任統治領パレスチナができるが、そこにユダヤ人植民者を能率よく送

り込むのは 1930 年代のナチ独で、英は入国ビザ発行と受け入れ係、米は移住資金援助係、ナチ

の手足は前述のようにシオニスト、の国際連携プロジェクト。戦後は、知らん顔してナチ犯罪の償

い＝イスラエル国は絶対擁護を叫び続けることで、英米はユダヤ人を救った人道主義の国と誇る。 

 日本が英国の三枚舌外交に賛同したのも、中国などでの権益確保のためとされる。「シオニズム

と帝国日本は、パレスチナと満州で、相似形のように他者の土地を侵略してきた」と板垣さん。 
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都道府県別で全国最多の約 3 万 3 千人の満蒙開拓団を送った長野県もひとごとではない。 

 

②  中東和平願った二階堂談話うやむやに 

すれちがう日本とイスラム 信濃毎日新聞 2024 年 11 月 27 日 17 面 【文化】 

 

 10 月 6 日、諏訪市の東大名誉教授、板垣雄三さん(93)の自宅マンションにある集会室に、国立  

民族学博物館(民博、大阪府吹田市)の職員らが集まっていた。「これはどこですかね?」、民博名

誉教授の西尾哲夫さん(66)がパソコンに映した写真の場所を尋ねる。「これはジッダのじゅうたん 

工場だね」「こちらはテヘラン大学を出るところかな」。板垣さんは画面を指さしながら、一枚一枚  

説明していった。 

写真は民博初代館長で民族学者の梅棹忠夫さん(1920～2010 年)が残した。1978(昭和 53)年、

梅棹さんと板垣さん、建築家の上田篤さんは、福田赳夫首相（当時）の中東歴訪に付随した「中東

文化ミッション」でイラン、トルコ、サウジアラビア、エジプト、モロッコを訪問。ピラミッドの前で納ま

るお決まりの集合写真も残る。 

「イランはちょうど革命の最中。 テヘラン大学では学長と対談したが、ずいぶんと落ち着かない

様子だった。われわれも出国できるか不安だった」。記憶を頼りに当時を丁寧に振り返った。民博

は創設された７４年から５０年の節目を迎え、梅棹さんの資料を再整理している。「板垣さんは、 

梅棹さんと共に日本の地域研究を築いてきた人。貴重なインタビューの機会となった」と西尾さん

は語った。 

 

中東文化ミッションは、その後の日本と中東との関係を象徴する出来事となった。 

日本の首相として初めての中東歴訪だったが「日本側は石油乞いの話ばかり。相手側は専ら

文化交流や学術協力を求めていた。話がかみ合わなかったようだ」と板垣さん。この頃は、７３年

に第 1 次オイルシヨック(石油危機)を経験した日本が積極的に中東に近づいていた時期。ただ、イ

スラム世界は日本が敗戦から経済発展を果たした背景や欧米とは一線を画す日本文化に興味が

あった。旅先の首相から応急手当を指示され困った政府は梅棹さんに相談。「(梅棹さんから) 『板

垣さん、一緒に行ってくれ』との話、急きょ首相ご一行の旅路を辿る後始末の旅となる」 

「日本は読み違っていた」と板垣さん。中東文化ミッションに先立つ石油危機の背景にも、そん

なすれ違いがあった。７２年、日本人青年３人がアラブ赤軍メンバーとしてイスラエル・テルアビブ

郊外のロッド(現ベングリオン)空港で自動小銃を乱射、旅行客ら２６人が死亡、約８０人が負傷した

「テルアビブ空港襲撃事件」が起こった。国家として謝罪特使(内閣官房長官を長く務め、後に衆院

議長となる福永健司議員)をイスラエルに派遣、被害者家族への見舞金拠出に納税者は無感覚、

の状況は、世界から特異な国・国民と見られた。パレスチナ解放機構から派遣され東京のアルジ

ェリア大使館員として在籍していたパレスチナ人外交官が「好ましくない人物」として国外追放され
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たことも加え、アラブ石油輸出機構は日本を非友好国と判定、板垣さんは日本社会に油断の危険

を警告していた。73 年 10 月戦争を機に、禁輸対象国指定は日本社会に第 1 次石油危機(オイル

ショック)の大騒動をひき起こした。 

中東文化ミッションは、日本で地域研究や文化人類学を充実させる動きにつながる。まず 1985

年に日本中東学会設立。民博には８９年に総合研究大学院大学文化科学研究科、94 年に地域

研究企画交流センター（2006 年廃止)がそれぞれ設立された。 

ただ、現在の日本社会がイスラムを本当に理解しようとしているかと問えば、「すれ違ったまま

だ」と板垣さんはみる。ここでいま一度、板垣さんが振り返るのは、７３年に当時の二階堂進官房

長官が発表した「二階堂談話」だ。 

談話は、中東における公正かつ永続的な平和の確立のため、武力による領土獲得の不当性、

1967 年戦争の全占領地からイスラエル軍撤退が必要、域内すべての国の領土保全と安全尊重

の保障措置の構築、パレスチナ人の自決権の尊重、中東和平のため努力する日本国政府の決

意、を挙げ、占領地居座りを決め込むイスラエルに反省を求め、情勢の推移の具合ではイスラエ

ルとの外交関係を再検討しなければならぬ場合もあると結ぶ。キッシンジャー米国務長官は日本

外交 未だ幼稚と評したが、二階堂談話は、米国に従属する日本がエネルギー問題では自立の

立場を採った現象として強烈な関心を

呼び起こし、世界的に多数の政治学論

文を出現させた、と板垣さん。 

だが、二階堂談話は日本でも中東で

もうやむやになり消えてしまった。板垣

さんは強調する、「100 年前に英・仏が

しつらえたワンセットの〈中東諸国体制〉

（イスラエル・アラブ諸国・イラン・トルコ）

が世界諸国家それぞれの総崩れの先

頭を行くようにして激烈な総解体が進

行中だ（リビア・イラク・イェメン・ス―ダ

ーン・シリア…のように）。それは世界大

に拡がったイスラム圏の激動とも共振し

合いつつ、米・欧・中・印・露・ブラジル・

南ア・インドネシア…諸社会を揺り動か

す。こんな世界の中で、日本社会は  

イスラム世界との結び付きとすれ違い

とから学び気付くことが多いはずだ」。 

 

 

◆ 二階堂談話 
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二階堂談話 1973(昭和 48)年 11 月 22 日、閣議決定を受け、田中角栄政権の二階堂進官房長

官が発表した。中東和平やパレスチナ人の自決権を尊重する国連安保理決議を支持。「武力によ

る領土の獲得及び占領の許されざること」 「67 年戦争の全占領地からのイスラエル兵力の撤退

が行なわれること」「パレスチナ人の国連憲章に基づく正当な権利が承認され、尊重されること」な

ど、日本政府の姿勢を示した。イスラエルによるアラブ領土の占領継続を「遺憾」とし、中東情勢を

重大な関心を持って見守り「今後の情勢によってはイスラエルに対する政策を再検討せざるを得

ない」と結んだ。 

 

◆ 「オリエンタリズム」克服を 

  パレスチナ系米国人の思想家エドワード・サイード (1935～2003 年)は 1978 年、著作『オリエン

タリズム』を発表する。欧米で東洋学や東洋趣味を意味する「オリエンタリズム」を思考様式として

再定義し、イスラム社会に対する偏見とその偏見を押し付ける植民地主義を批判的に分析した。 

86 年、板垣さんが監修した日本語版が平凡社から出版されると、日本でも大きな話題となり、植

民地主義を批判的に研究するポストコロニアル理論に関心が集まった。板垣さんによると、欧米

の偏った東洋観への批判は、すでに 63 年にエジプトの社会学者アンワル・アブデルマレク (1924

～2012 年)が提起し、板垣さんとも議論を重ねていた。 

欧米の偏見の根底には、産業発展に成功した自分たちを「近代的だ」と上位に置き、自分たち

以外を「遅れている」と下に見る思考があるが、これは明治維新以降の日本にも当てはまる。 

開国により欧米に劣等感を抱いた日本は「一等国」となろうと急いだ。欧米に近づくことに成功し

た日本は、次第にアジアの近隣諸国を見下し、世界恐慌による経済低迷を経て、太平洋戦争に 

突入する。戦後、高度経済成長を経験するも、再び経済低迷の中にある現在の日本は、オリエン

タリズムを克服できるかが問われている。 

 

 

 

③  「真の和平のためには」歴史授業の集大成 

本質としての差別に気づく  信濃毎日新聞 2024 年 12 月 4 日 15 面 【文化】 

 

「ガザ戦争を含むパレスチナ問題が『真の和平』に至るためには、どのような課題が解決される必要が 

あると考えますか。自分はどのようなことができると考えますか」11 月 11 日、伊那弥生ヶ丘高(伊那市)3 年

の世界史探究の授業。教諭の小川幸司さん(58)は、24 人の生徒たちに質問をぶつけた。2022 年から始 

まった、日本史と世界史の近現代史を統合し考えることを重視する高校新科目「歴史総合」。その集大成と

してパレスチナ問題を扱った。 

「ちょっと復習しようか」。小川さんは、第 1 次世界大戦後、米大統領ウィルソンやロシア革命を主導した
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レーニンが掲げた民族自決の理念を振り返る。「本来は個人にある自己決定権を民族単位で認めるという

ものだったね」。民族自決は、植民地からの独立を果たす意味では正義に働くが、パレスチナのようにさま 

ざまな民族が存在する地域では、民族対立の原因となることを改めて説明した。 

1993 年のオスロ合意は、イスラエルとパレスチナの 2 国家共存の和平実現につながると期待されたが、

そのパレスチナ人の移動はますます制限されて経済的に困窮するなど、現在のガザ戦争の火種となった 

ことも指摘した。 

 

小川さんは茅野市出身で、諏訪清陵高校を経て東京大でドイツ史を専攻。高校の社会科教諭になり、 

松本深志や松川などで教えたほか、県教委主任指導主事も担った。中央教育審議会ワーキンググループ

の専門委員などを務め、歴史総合などの学習指導要領・解説作成にも関わった。 

11 月 24 日、小川さんの姿は長野市の信州大教育学部にあった。同学部で開かれた日本中東学会。テ

ーマは「学校教育と中東・イスラームのいま」で、小川さんも県内外の研究者・教員ら 70 人の前で、自身の 

授業について報告した。 

昨年春に高校の校長から一線の教員に戻り、イスラム社会に対する偏見とその偏見を押し付ける   

「オリエンタリズム」から脱却しようと現場で実践し続ける小川さんは、講演者にうってつけだった。 

「どんな強大な国があったか」「どのように国が統一されたか」「どんな戦争があり勝敗はどうだったか」を

語ることが中心となっている歴史の授業に疑問を抱いてきたことを指摘。パレスチナ問題を扱うことで、  

大国や強い男性指導者や統一政策を中心とした歴史の授業の刷新を狙っていることを話した。 

「高校の歴史は、絶対的に正しい歴史の習得・暗記ではなく、膨大な史料を検討し、独善的にならない 

ように自分なりの歴史叙述を練り上げることだ」。講演の中盤にはこう強調し、大きな歴史だけでなく、現場

で声を上げる民衆個人の声を扱う必要性にも言及した。学会広報を担当した信大教育学部助教の野口舞

子さん(40)=イスラム史=は、将来社会科の教員となる学生に向けて講義をしている。 「小川さんは、生徒と

一緒に史料を批判的に読むことで、先入観や教科書の枠にとらわれず、自律的に歴史と向き合うことを  

教えている」と、その教育の姿勢を高く評価する。 

11 日の授業は 50 分の時間内では議論が深まらなかったものの、冒頭の質問への回答が後日、生徒た

ちから提出された。「誰かを下に見るところから対立が生まれる」「歴史に対して受動的になるのではなく、  

潜在的な人種差別意識を取り除いて見つめることが必要」「自分の知識や意見が事実と異なっていないか、

常に疑問を持ち、自分で答えを追求していくことが大切だ」 

現在のイスラエルは、パレスチナ人の人権を侵害している。ただ、パレスチナ問題の元をたどれば、欧州

が長い間ユダヤ人への差別を放置してきたことがある。それは、貧困や部落差別を放置し、満州移民を 

支持した日本の歴史にも重なる。「生徒は、本質的なところに気付いている」 

少子高齢化で日本では今後外国人労働者が増えるとされるが、一方で在日外国人へのヘイトも目立っ

てきた。パレスチナの問題は自分たちの問題になりつつある。「就職や進学など生徒たちの進路は違う。 

それぞれの現場や暮らしの中で今日の授業を反すうしてくれれば」。 パレスチナのために自分ができるこ

と。 小川さんにとっては、歴史の授業を教室で続けることだ。 
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◆ オスロ合意 

パレスチナの暫定自治を認めたイスラエルとパレスチナ解放機構 (PLO) との 「パレスチナ暫定自治 

宣言」。 1993 年に双方が調印した。イスラエル軍は占領地から撤退し、５年間の暫定自治期間にエルサレ

ムの帰属や境界画定、 難民帰還など最終地位交渉を行うという内容だった。94年、当時のアラファト・PLO

議長、ラビン・イスラエル首相、ペレス同外相はノーベル平和賞を受賞。仲介する米国はパレスチナ国家 

樹立を認める 「２国家共存」に基づく和平案を提示してきたが、2014 年以降、交渉は中断している。 

 

 

◆ イスラムの特殊性 強調する危うさ 

信州大教育学部 (長野市) で 11 月 24 日に開いた日本中東学会の公開講演会では、地理教育が専門

の荒井正剛東京学芸大特任教授も講演した。 同大付属中学校に３１年勤務し、地理の教科書執筆にも 

参加する荒井教授は、イスラムの特殊性のみを強調すると、むしろ否定的イメージを抱かせてしまう危険性

を指摘した。 

荒井特任教授は、同大付属中生徒 160 人と同地区の公立中生徒 171 人を対象とした、イスラムのイメー

ジに関するアンケート結果を示した。 付属中の生徒はイスラム教の創始者や聖典や聖地などの知識は 

ある一方、「理解しにくい」 「遅れている」 といったイメージをより強く持っていた。「日本と比べて、1 日 5 回

の礼拝やラマダン (断食月) などを合理的でないと反応してしまうようだ」とした。 

 実際のラマダンは日没後に食事を取ることができる。 「日本の年末年始のようなもの。近づくとわくわく 

する」 と話すイスラム教徒もいる。 荒井特任教授は、日本の暮らしとの相違点と共通点の両方を提示し、

生徒の固定観念や常識を揺さぶる工夫を授業に持ち込む必要性を強調した。 

 

 

 

④  「観光も飲食も平和産業」経営者も痛感 

放っておくと自分が苦しく 信濃毎日新聞 2024 年 12 月 11 日 17 面 【文化】 

 

「ここはこう区切ればいいね」「どうやって固定しようか」。10 月 10 日、松本市美術館 2 階の市民ギャラリー

に美術家の上條陽子さん(87)=相模原市=の声が響いていた。12 月 19～22 日に開かれる「戦争と闘う美術

の力 パレスチナに光はあるか」展の会場視察。開催する「信州イスラーム世界勉強会(事務局・松本市)の 

東大名誉教授、板垣雄三さん(93)=諏訪市=や美術館職員も交えて、ギャラリーの設備を確かめた。上條 

さんは 1999 年にパレスチナを訪れて以来、現地の芸術家と交流し、子どもたちに美術を指導してきた。 

2001 年に「パレスチナのハートアートプロジェクト (PHAP)」を立ち上げ、預かった作品を相模原市や東京・

新宿などで展示販売し、パレスチナの仲間を支援している。「画材も手に入らない。ガザの画家は今まさに

生死の境にいる」と心を痛める。 
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上條さんの傍らには、アルプスシャツ(松本市) 社長の渡辺聡さん(64)の姿もあった。展示では、搬入  

搬出の人手確保や関連イベントの企画、美術館との交渉を担当する。勉強会の定例会の準備や広報も 

引き受け、2015 年の設立から 10 年目の節目を迎えた勉強会にとって欠かせない人となっている。 

「最初は商売目的だった」。同社は、催しなどへのケータリング事業、松本市を中心にレストランや社員 

食堂の経営を手がける。勉強会が立ち上がる直前、渡辺さんは、東南アジアからのインバウンド(訪日客)

に注目。インドネシアなどからのイスラム教徒にも提供できる「ハラル食品」を取り入れようと考えていた。 

豚肉やアルコールの摂取を禁じるイスラム教について学び、事業に生かすため、勉強会に参加した。 

だが、その当ては早々に外れる。板垣さんからイスラムについて講義を受けるにつれて、同じイスラムで

も国によって戒律はさまざま、個人もさまざまだと分かった。「誰しもに受け入れられる絶対的なハラル食品

は難しい」が渡辺さんの結論だった。 「日本人だろうが外国人だろうが、また宗教がどうであれ、できる限り

もてなすことの方が大事」。長野道下り線梓川サー ビスエリア (SA)=松本市島内=で経営するレストラン 

2 階には礼拝ができる空間をつくり、礼拝前に手や足を清める場所も用意している。 

 

県内外に理解の裾野を広げている勉強会。設立を呼びかけたのは、カイロ特派員やパリ支局長などを

歴任した時事通信社解説委員の杉山文彦さん（６７）だ。当時、過激派組織イスラーム国（ＩＳ）による日本人

殺害事件もあり、「イスラムへの風当たりが強まる気配があり、何とかしたいと思っていた」。 

長野支局長時代、上京して出席した日本アラブ協会の 2015 年新年会の場で、経済学者の清水学さん

（８２）＝下伊那郡阿智村出身＝からかつて存在した「長野アラブ友好協会」＝別項参照＝について知らさ

れる。板垣さんが諏訪市に住んでいることも聞き、自宅を訪れて、設立について相談。 

板垣さんと杉山さんは設立準備を進める中で、全国で唯一、中東問題を考えるために市民自らが組織し

行動した同協会の関係者との連絡を探る。不思議な縁で故武井秀夫医師=下諏訪町=・きりえ作家の柳沢

京子さんを介し、すぐに協会関係者（島田栄子さん〔後出〕・信毎 OB 故黒田重夫さん）とつながった。15 年

１２月４～５日、勉強会のキックオフミーティングを松本商工会館(松本市)で開催。初代代表に就いたのが

板垣さんだった。定例会としてイスラムを巡る国際情勢についての講演やイスラム史の連続講座を開いて

きたほか、駐日イラン大使や森本公誠 東大寺長老の講演会、在日イスラム教徒とのサマーキャンプ、パレ

スチナ映画の鑑賞会、中東料理教室、アラビア語講座も企画。新型コロナウイルス感染拡大を機にオンラ

インでのエッセーや講演の公開もおこなった。現在の代表は東大名誉教授の長沢栄治さん(71)=東京都=が

務める。 

「観光も飲食も平和産業だったんだ」。今、渡辺さんは痛感している。ロシアによるウクライナ侵攻で、  

ロシア領空を通り空輸されていたノルウェー産サーモンが迂回による輸送料上昇などで値上がりした。  

代替品として信州サーモンが注目されて需要は高まり、値上がりした。信州産の食材にこだわる同社には

痛手だった。「戦争を放っておくと自分が苦しくなる」、もはや渡辺さんにとってパレスチナ問題は人ごとでは

ない。 

 

◆ イスラムを知る「風」もう一度 ～1974 年創設の「長野アラブ友好協会」～ 

「長野アラブ友好協会」は 1974 年、第 1 次オイルショック(石油危機)の直後、長野市の建設会社がサウ
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ジアラビアでの事業の受注を機に、当時の信州大学長だった故加藤静一さんを会長として創設された。 

「交流を主な目的とした団体は当時珍しく、イスラム世界に受け入れられた」。中心となって活動した東京

のコンサル会社社長、島田栄子さん(82)=長野市出身=は振り返る。夫はチュニジア人で、出産や育児で 

里帰りしていた時に声がかかった。協会は、チュニジアなど２２カ国(現在)が加盟するアラブ連盟の東京  

事務所との関係を深めていく。８１年にはパレスチナの難民キャンプを訪問。８９年にパレスチナ解放機構

(PLO)のアラファト議長(当時)が来日した際には、前年のパレスチナ独立宣言を祝う東京のパーティーに 

招待されたという。「信州にはイスラムを知りたいという人たちが、昔からいたのよ」と島田さん。誇らしい 

気持ちの一方で、この 1 年間にパレスチナで増える犠牲者を前に「この半世紀、何も変わっていない」と  

無力感も感じる。「せめて、パレスチナ問題を知ろうという風が信州でもう一度吹いてほしい」と願っている。 

 

◆ 松本で 19～22 日 「戦争と闘う美術の力」展 

「信州イスラーム世界勉強会」 は 2024 年 12 月 19～22 日、 松本市美術館の市民ギャラリーで「戦争と

闘う 美術の力 パレスチナに光はあるか」 展を開く。 美術家の上條陽子さん (87)が支援してきたパレス

チナ人の美術家や、難民キャンプで指導した子どもたちの作品を展示する。 無料。 

美術家７人の 60 点を展示。 このうちソヘイル・サーレムさんの 「Our Land」は、薄い黄色の背景に木炭

を激しくうねらせて黒い線で山を描いた絵画。 上條さんによると、７人が経営していたガザ地区初のギャラ

リー 「エルチカ」は作品と共に空爆で破壊されたという。 「彼らの作品はもう日本にしか存在しない」と上條

さん。 

会場には、上條さんがパレスチナ問題に発想を得たインスタレーション作品「記憶の塔」も展示する。 

「松本の人たちとパレスチナ問題を考える機会を得られて光栄」と話している。 

一部の作品は 25 日～来年 1 月 5 日 、 松本市大手 1 のマツモトアートセンターで展示する（12 月 29 日

～1 月 3 日は休館）。 

 

 

 

⑤ 松本の 3 人が設立「本読みデモ企画」 

侵攻抑止願い じんわりと 信濃毎日新聞 2024 年 12 月 18 日 15 面 【文化】 

 

12 月 10 日夜、松本市の信州大松本キャンパスの講義室で、毎月第 2 火曜日に憲法を中心と

して  政治や社会問題を市民と語り合う「平和と憲法を守る信州大学人の会」が開かれた。テーマ

は「パレスチナと私たち―生きる場で学ぶ、生きる場とつながる」。この日は、市内のいずれもアル

バイトの 江刺里花さん(30)、 沢谷映
あきら

さん(37)、中郡
なかごおり

成実さん（３１）が壇上に並んだ。 



- 11 - 

 

 ３人は知人同士。イスラエルのパレスチナ侵攻を機に昨年１１月から「本読みデモ企画」という 

グループを設立し、活動している。「一人でできる範囲を少しだけ超えて誰かと一緒に行動を起こ

したかった」。この日、会場に集まった学生や市民、教員に、スマートフォンに記したメモを見ながら、

たどたどしくも懸命に設立のきっかけを話した。 

 ３人のデモはシュプレヒコールを上げない。「大きな声で主張しちゃうと、自分も周りもきっと引い

てしまう」。松本駅前に張ったテントでパレスチナ問題の関連本を読む「本読みデモ」、市内のゲス

トハウスの玄関スペースを借りて、侵攻や暴力に抵抗を示すポスターを壁に張りつつ本を読む 

「ヤドカリデモ」。こうした活動には、「自分たち自身が参加しやすい形で」「なるべくオープンな  

形で」という姿勢が表れている。 

まずパレスチナ問題を学び、駅前の使用許可を取ることから始めた３人。パレスチナでの取材

経験もある市出身の写真家、村田信一さん=東京都=や、パレスチナ問題に関する著書のある  

東京経済大教授、早尾貴紀さん=同=ともつながり、市内で「話す会」も主催。ライブハウスでパレス

チナのヒップホップを流すイベントも開いた。これまで 10 回程度の活動を行い、無理のない歩みを

続けている。 

「私たちはどちらかというと体力や気力が少ない方だから。」と言いつつ、ZINE と呼ばれる小冊

子「パレスチナといまの私たち」を発行してきた。10 月に発行した 2 冊目で沢谷さんは、ヨルダン川

西岸地区でオリーブの樹々を焼いて針葉樹を植えるイスラエルと、旧満州(中国東北部)などにソメ

イヨシノを植えてきた戦中の日本を重ね、文化そのものを壊すことの脅威を語った。江刺さんは日

本で女性が選挙に行けるようになったのはわずか７８年前だと振り返り「当たり前は変えられる」と

記した。 

知ることや考えること、意見を交わすことが、侵攻への抑止力になると信じて続ける活動。10 日

の発表で中郡さんは、「これからも、じんわりとやっていきたい」と抱負を述べた。演壇から降り、目

を合わせた３人からは笑みがこぼれた。「ああ、緊張した」 

この日、松本市の一橋大名誉教授、鵜飼 哲さん(69)=フランス文学・思想＝も登壇。鵜飼さん

は、旧ソ連出身のユダヤ人でカナダ・モントリオール大教授のヤコヴ・ラブキンさんがイスラエルを

批判した『イスラエルとパレスチナ』を翻訳し岩波ブックレットとして出版したばかりで、同書につい

て語った。鵜飼さんは昨年１１月、松本駅前で「本読みデモ」をしていた３人と知り合い、交流を続

けている。 

かつての学生運動を知る世代からは、最近の日本の若者は政治に関心を持たない、声を上げ

ない、情けない、という声もあるが、「町の生活の日常感覚と段差のない運動がむしろ新鮮」と  

鵜飼さん。３人の活動には、時には激しく警察とも衝突する米国の学生たちの運動とはまた別の

意義があるという。３人と鵜飼さんは、侵攻のきっかけとなった戦闘から１年となる 10 月 7 日、松

本市のマツモトアート  センターにいた。企画したパレスチナの写真展の関連で開いた「ローソク

デモ」。小雨が降る中、15 人ほどの市民と一緒にろうそくをともし、停戦を願い、犠牲を悼んだ。４

年前に東京から松本に移住した鵜飼さん。「長野県の松本という場所で、皆と連帯できたことがう

れしい」と穏やかに語った。 
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◆ ユダヤ人もイスラエルを拒否 

カナダ・モントリオール大教授のヤコヴ・ラブキンさんの著書

『イスラエルとパレスチナ』は、一橋大名誉教授の鵜飼哲さん

がフランス語から翻訳し、岩波ブックレット (岩波書店) として

10 月に出版された。 副題は「ユダヤ教は植民地支配を拒絶

する」。 ホロコーストの犠牲者「ユダヤ人」が、 パレスチナで

人権侵害を重ねる 「イスラエル人」 になったと批判している。 

1945 年に旧ソ連で生まれたラブキンさんは、ユダヤ教史の研究にも明るい敬虔なユダヤ教徒

だ。 鵜飼さんによると、最初に和訳されたラブキンさんの著書『トーラーの名において』(菅野賢治

訳、平凡社刊、2010 年)の原著が 2004 年に出版されると、多くのユダヤ人がイスラエルを拒否す

る理由を、 教義に立ち返って丁寧に解説した点が世界的に注目され話題となった。 「いわば 『ラ

ブキン・ショック』 として受け入れられた」 

日本ではホロコーストでの犠牲に対する同情から、シオニズム批判と反ユダヤ主義を混同して

いる人がいまだに多い。 鵜飼さんは「パレスチナ問題を考える前提として、ユダヤ人を理解する

ためにも触れてほしい」としている。 

 

 

 

⑥ 世界で生まれる新たな分断・対立 

色分けせず個として自律を 信濃毎日新聞 2024 年 12 月 25 日 15 面 【文化】 

 

10 月 20 日、東京の JR 武蔵境駅前にある武蔵野スイングホール。東京大名誉教授で中東イスラ

ム研究の第一人者、板垣雄三さん(93)=諏訪市=が講演した。演題は「読み間違えの『戦後』、パレ

スチナの現実は何を問うているのか」。元岩波書店専務の今井康之さん(88)=駒ヶ根市出身=が世

話人を務める「本をたのしもう会」が主催。 160 席はほぼ満席となった。 

「私は『戦後』という言葉にずっと反抗してきた」と板垣さん。第 2 次世界大戦敗戦後の食糧に事欠

く焦土と闇市の貧窮日本は、朝鮮戦争やベトナム戦争の特需で潤い復興を遂げ、戦乱続く中東か

らの安価な石油に支えられた高度経済成長（オイルショックで低成長に転化するが）によって「総

中流化」の繁栄を謳歌した。湾岸戦争の戦費の 5 分の１を日本が負担、その戦後からアフガニス

タン戦争・イラク戦争と自衛隊の海外派遣が展開。憲法第 9 条を持つ「戦後」日本の歩みは戦争と

共にあった。板垣さんは、イスラエルを日本の植民地主義と重ねて「第二の満州国」と例える。「大

国の手口」といわれる「対立と分断による支配」にずっと加担してきた。 
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「『戦後、日本は平和だった』なんてことはなく、絶えず戦争に乗っかっていた」 

 

板垣さんは東京・本郷生まれ。5 歳の時に起きた二・二六事件の不穏な雰囲気を今も覚えてい

る。通っていたプロテスタントの教会の講壇の両脇に日本海海戦の英雄 東郷平八郎元帥が揮毫

の書軸が架かっており、幼いながらキリスト教の堕落と感じていた(牧師のご長男が米国共産党員

ジョー小出であり、教会は官憲のそれとない監視下にあり、東郷元帥は守り札だったわけ)。周囲

の軍国少年を冷めた目で眺め、日露戦争に出征した元軍人のおじいさんの話を小学校でけげん

な顔で聞いた。「何事にも批判的な姿勢は戦時の経験から得た」 

最近板垣さんが気にかけているのが「ウォゥク」という言葉だ。英語で「WOKE」とつづり、目覚め

るという意味のウェイク(WAKE) に由来する。元々は黒人英語で黒人の命をないがしろにするなと

訴える米国に端を発するブラック・ライブズ・マター(BLM) 運動で盛んに使われた。いわゆる人権

意識に目覚めた人たちを意味する。 

マイノリティーは孤立しがちで、支援が必要となる。一方、そうした動きに「われわれこそ権利を

奪われている」と反発を抱く人たちが、「価値観を押し付ける傲慢(ごうまん)な人たち」と皮肉る言

葉として「「ウォゥク」の意味を変えて使う。「『差別の背景など学ぶ必要もない』と、とりつく島のない

人たちとどう議論すればいいのか」と板垣さん。「ウォゥク」か反ウォゥクか。世界で新たな対立や

分断が生まれつつあると感じている。 

 

11 月 2１日、国際刑事裁判所(ICC)は、戦争犯罪と人道に対する罪の疑いでイスラエルのネタ

ニヤフ首相に逮捕状を出した。今も続くイスラエルによるパレスチナ侵攻を「ジェノサイド」と呼ぶこ

とに異論は少なくなっている。「イスラエルがどれほど恐ろしい国家か、全世界に知らしめるという

意味で  (イスラエルに対抗するイスラム組織) ハマースは成功したと言える」。パレスチナ支援

のデモや集会に参加してきた一橋大名誉教授、鵜飼哲さん(69)=松本市=は指摘する。ただ儀牲は

あまりにも大きい。イスラエルを非難する声は強まっている。それに対して被抑圧者として抵抗権

の大義があると言えるハマースの行為も、それを彩る暴力から自由ではない。ただだからといっ

て、パレスチナ問題の責任の全てをイスラエルやハマースに負わせるのは公正ではない。「一人

の人間はさまざまな要素に属している。マジョリティー、マイノリティーのどちらかに 100%属してい

る人などいない」と鵜飼さん。移民などマイノリティーの権利を守ることは本来、マジョリティーを含

めた誰しもにメリットがあり普遍的なことだ。だが、現実に新たな対立は生まれている。在日外国

人へのヘイトなどが目立ってきている日本も、例外ではない。誰かに対立を強いられていないか、

自らが対立をあおっていないか。「自分も周囲も二項対立で色分けをせず、個として自律し、常に

点検していかないといけない」 (島田 周) 〈おわり〉 
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◆ 縮小続くパレスチナ人の土地 

パレスチナは 20 世紀初めまで、トルコ系ムスリムが中心に立つものの、宗教・文化・言語・民族

構成では複雑多様を極めるオスマン帝国の一部だった。かつてのパレスチナ地域にはイスラム教

徒、キリスト教徒、ユダヤ教徒が共存していた。現在は全く名目でしかないが、東部がヨルダンに

接する 「ヨルダン川西岸地区」と、西部が地中海・南部がエジプトに接する「ガザ地帯」 とが 1990

年代半ば（オスロ合意）以降「パレスチナ自治区」 となっていたが、イスラエルの再占領や入植政

策により、パレスチナ人の土地は縮小し続けている。西岸地区では 21 世紀に入るとイスラエルに

よるパレスチナ人の土地の没収が激化し、ユダヤ人入植地との間に分離壁が建設されてきた。高

さ 8 メートルの壁は、パレスチナ人を水源から遠ざけるだけでなく、パレスチナ人の自由な往来を

遮断し、 「アパルトヘイト・ウォール(人種隔離壁)」とも呼ばれる。 

地域としてのパレスチナを 100%とすると、パレスチナ人の土地の占める割合は、イスラエル建国

直前の 1946 年が 94%、 47 年の国連分割決議で 43%、 第 1 次中東戦争後の 48～67 年を経て

25%、2012 年には 8%となってきた。 近年

パレスチナ人の居住地はさらに減るスピ

ードを増している。 

国連に加盟する 193 カ国のうち 145 カ

国がパレスチナ人自治を国家として承認

している (2024 年 6 月現在)のに対し、日

本を含む G7 (先進 7 カ国)は全ての国が

承認していない。 

〔左図は NPO 法人「パレスチナ子どものキャンペ

ーン」提供の図を改変〕 

 

 

 


